
特集

高齢者の低栄養予防・フレイル予防

高齢者における低栄養とフレイルの予防は高齢社会，超高齢社会を迎えた
わが国にとって急務の一つである．しかも，これは従来行ってきたメタボリ
ックシンドロームの予防や対策を目的とした栄養改善とは根本的に異なり，
場合によっては相反する．
「低栄養＝低エネルギー」ではない．低栄養は低エネルギーを含み，栄養

素(例えばたんぱく質)不足も含む広い概念である．また，たんぱく質などの
栄養素は「たくさん摂取すればするほど良い」といった単純なものではな
い．さらに，エネルギーと栄養素が整った食事を提供すればそれで解決する
わけでもない．それを摂取できるだけの摂食嚥下機能が備わっていなければ
ならないからである．加えて，独居高齢者などでは食品へのアクセスの難し
さも問題となるなど，生活環境の要因も無視できない．このように，低栄養
とフレイルを取り巻く栄養問題は複雑かつ多岐にわたっている．その理解の
ためには，人間を扱う人間栄養学とその主な研究手法である栄養疫学の基本
知識が欠かせない．しかしながら，公衆衛生専門職の教育においてこれらを
学ぶ機会は乏しいのが現状である．そのために，公衆衛生における栄養問題
(低栄養とフレイルの予防も含めて)は過小評価されるか，または，経験的・
情緒的な解釈や判断，対策に陥りがちである．

一方，高齢者における低栄養とフレイルの予防に関する研究(特に公衆衛
生に資する研究)は世界的にも新しい分野である．そのため，社会や現場の
ニーズがエビデンスを超えてしまい，不確実な情報が世の中で(時には公衆
衛生専門職の間でさえも)既成事実化してしまう恐れがある．そこで，栄養
疫学または高齢者疫学を研究手法として高齢者の低栄養ならびにフレイルに
関連する研究を精力的に行っている研究者・専門家に執筆をお願いし，今回
の特集を企画することになった．高齢者の公衆衛生に従事する者が知ってお
くべきエビデンスと課題を整理するための一助となれば幸いである．

佐々木 敏(東京大学大学院医学系研究科社会予防疫学分野)
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